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関連ホームページ 特に無し

成果指標や目標
とその確認方法

施策のポイント

特に無し

食品ロスについての現状の周知

効果や成果
短期的には効果を把握することは困難だが、長期的に継続することで生ごみ量の
削減に繋がることが期待される。

①　住民啓発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　キャンペーン・イベント
３　食品ロスの実態調査　　　　　　　　　　　　　４　子どもへの啓発・教育
５　協力店舗等の登録　　　　　　　　　　　　　　６　事業者への働きかけ
７　消費者団体又は住民団体との連携　　　　８　食材使いきり・リメイク料理
⑨　その他

平成30年度～

立案の背景
（目的）

年末年始や春先などイベントが多い時期には、新年会・総会・歓送迎会などの飲食
機会が多くなり、その会場で食べ残されたものについては、生ごみ等として廃棄され
ている。山鹿市において排出される可燃ごみのうち、生ごみは約３５％と非常に大き
な割合を占めているため、生ごみ量の減量化を進めることは山鹿市において課題
の一つとなっている。そこで、3010運動を広く周知し実行に移してもらうことで食品ロ
スの削減に繋げるものとする。

内容

・山鹿市職員に向けて庁内情報にて３０１０運動を周知し、宴会の際には意識して食
べきることをお願いしている。
・住民向けに食品ロス削減に向けての３０１０運動を実施してもらうよう広報等を通じ
て周知を行う。

事業実施期間

分野
（当てはまるもの全て
に○を付けてくださ

い）

消費者向け（家庭・買物・外食等） 事業者向け（外食・小売・製造等）

（運用要綱様式第１号）

九州食品ロス削減施策バンク登録簿

3010（サンマルイチマル）運動の推進

山鹿市

市民部環境課

施策・事業名称

自治体名

本件問合せ先
0968-43-7211 kankyoh@city.yamaga.kumamoto.jp
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